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タナイス目甲殻類化石の研究の現状
角井敬知

北海道大学大学院理学研究院

Review on studies of fossils in Tanaidacea (Crustacea: Malacostraca: 
Peracarida)
Keiichi Kakui

Faculty of Science, Hokkaido University, Sapporo, Hokkaido 060-0810, Japan (kakui@eis.hokudai.ac.jp)

Abstract.  The current knowledge on the diversity of fossil tanaidacean crustaceans is reviewed. To date, three 
suborders, 10 families, 23 genera, and 27 valid species have been reported spanning from the Carboniferous 
(Visean) to the Neogene (Aquitanian). Among these 27 species, 14 have been discovered in amber. All 
specimens have been reported from countries in the Northern Hemisphere, namely, the United Kingdom, 
Italy, the Swiss Confederation, Spain, Germany, Hungary, France, Bulgaria, Morocco, Myanmar, the USA, and 
Mexico. Currently, there are no known records of fossil tanaidaceans in Japan.
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はじめに

タナイス目は小型水生甲殻類の一群である．フクロエ
ビ上目に属し，等脚目やクーマ目に近縁とされる（cf. 
Bernot et al., 2023）．現生種は少数の淡水生・汽水生種
を除き，大部分が海生種であり，これまでに世界から2
亜目4上科約1500種，日本近海から120種余りが報告さ
れている（Anderson, 2023）．タナイス類は両極域から赤
道直下まで，潮間帯から水深約9000メートルまで生息が
確認されており，しばしば非常に高密度に出現する（例
えばAllotanais hirsutus［Beddard, 1886］では1平方メー
トルあたり146,000個体という高密度の出現記録がある；
Delille et al., 1985）．共生性・寄生性の種を僅かに含むが，
主として底生の自由生活者であり，糸を分泌して海底中
や海藻・海草葉上，ウミガメ背甲上などに棲管を作成し
てその中に住む，海底中にトンネルを掘って住む，ヤド
カリのように巻貝殻を背負って歩きまわる，岩の隙間に
潜むなどの生活様式が知られている（Kakui, 2016）．

多くの種は体長数ミリメートル程度，現時点での世界
最大記録は現生種Gigantapseudes maximus Gamô, 1984
の体長75ミリメートルである（Gamô, 1984）．タナイス
類は以下の形態的特徴を示す（図1）：①頭部5体節と胸
部2体節が融合し頭胸部となる；②頭胸部が背甲で覆わ

れる；③頭胸部後側域に鰓室を有する；④自由胸節数が
6節（最前方の自由胸節を第1胸節と称し，第1胸節の付
属肢を第1歩脚と呼ぶ）；⑤頭胸部第7節の付属肢がハサ
ミ型（鋏脚と呼ばれる；亜ハサミ型の種も稀ながら存在
する；cf. Kakui et al., 2019）；⑥歩脚の座節が短く環状で
ある（座節を完全に欠くグループも存在する；cf. Kakui 
et al., 2012）；⑦筒型の節からなる単枝または二枝の尾肢
を1対有する．腹部は通常5節の腹節と1節の腹尾節から
なるが，複数の腹節が融合するものも知られる（絶滅群
であるAnthracocaridomorphaでは第6腹節と尾節が融合
せず腹尾節の形成が見られない）．より簡便には，1対の
ハサミ，6節の自由胸節，1対の尾肢という特徴を有する
甲殻類はタナイス類であると判断してほぼ間違いない．

オスは第6胸節腹側に1本の筒状あるいは1対の小丘状
の生殖突起を備える（cf. Kakui and Hiruta, 2013; Kakui 
et al., 2017）．オスの二次性徴形質としては鋏脚の肥大や
伸長（極端なものでは大きく変形する；例えばKakui et 
al., 2019）が多くの種で見られる．第1触角の伸長や増
節を示すグループ，遊泳型オスという同種のメスと外形
から大きく異なるオスとなるグループもある（Błażewicz-
Paszkowycz et al., 2014）．メスは胸部腹側に形成される
育房の構成要素である覆卵葉という薄膜状構造を1対以
上備えるが，小型個体においては確認されず，また大型
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個体でも放仔後脱落し観察されない段階が存在するため
（cf. Kakui et al., 2017），確実な雌雄判断には生殖突起の
有無の確認が必要である．多くの種は雌雄異体とされる
が，性転換種や同時的雌雄同体性種も知られる（Kakui 
and Hiruta, 2013, 2022）．

タナイス類は直達発生型の生物であり幼生期を欠く．
メスは育房内で卵をマンカ幼体と呼ばれる発生段階まで
保育したのち放仔する（育房は放仔後脱落し，脱皮を経
て再形成される；cf. Kakui et al., 2017）．そのため個体
の分散能力は低いと考えられている．

タナイス類の化石に関する最初の研究は，Heer（1865）
によるOpsipedon gracilis Heer, 1865の記載である．その
後約160年の間に27種がさらに記載され（Peach, 1882; 
Reiff, 1936; Malzahn, 1957, 1965, 1979; Sachariewa-
Kowatschewa and Bachmayer, 1965; Schram et al., 1986; 
Schram, 1989; Polz, 2005; Vonk and Schram, 2007; 
Sánchez-García et al., 2014, 2016, 2017; Quayle, 2016; 
Heard et al., 2018, 2020; Pasini et al., 2022; Pazinato et 

al., 2023），現在27種が有効名と扱われている．これら
に加えて高次分類群までの同定に留まっている標本も複
数報告されている（例えばVegh and Bachmayer, 1965; 
Schädel et al., 2019）．27種のうち13種は堆積岩から産
出した化石，残り14種は琥珀に閉じ込められていた標本
に基づく．

日本からのタナイス類の化石の報告はまだ存在しない．
タナイス類は小型であることに加え，研究者が少なく，
現生種ですら知名度があまり高くない．このことが国内
報告を欠く現状を招いている可能性が考えられた．当該
動物群の専門家の目にさらされたことで，初めて化石が
報告されるに至った分類群があるように（例えば一部の
クモヒトデ類；Okanishi et al., 2019），古生物学分野の
研究者に広く知られることで日本からもタナイス類化石
の発見がなされるかもしれない．上記の動機から，本稿
では現在までに明らかになっているタナイス目の化石に
関する知見を概説する．

図1．現生タナイス目甲殻類の基本体制．A, B，タナイス亜目（Nototanoides ohtsukai Kakui and Yamasaki, 2013）の左側面（A）と背面（B），
Kakui and Yamasaki（2013）から改変，転載；C, D，アプセウデス亜目（Apseudes sp. sensu Kakui and Hiruta [2013]）の左側面（C）と背
面（D）．
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現在までに報告されている化石種

タナイス目内3亜目5上科（Kakui et al., 2011; Heard et 
al., 2020）のうち，現在までに3亜目4上科から化石の報
告がある．残る1上科であるネオタナイス上科について
は，三畳紀中期の化石が学会大会にて報告されているが

（Hannibal et al., 2003），上科の明瞭な判別形質を欠く腹
節の形態に基づいて同定されており，上科の同定に疑問
がある．Anthracocaridomorphaについては，主に祖先形
質状態（第6腹節と尾節が融合しない）で定義されてい
る群だとして採用しない考えもあるが（例えばSánchez-
García et al., 2017; Pazinato et al., 2023），本稿ではこの
分類群を採用した．

最古の化石は石炭紀ビゼーアンから記録される．近年
は琥珀に閉じ込められた化石種が相次いで報告されてい

る．以下にこれまでに報告されている化石タナイス類の
全種（種まで同定された10科23属27種および未同定標
本）を示す．ただし論文（例えばPerrichot et al., 2007; 
Sánchez-García et al., 2014, 2016）の表中に未同定標本
として示されただけの標本は含めなかった．

地質年代の名称は国際年代層序表v2023/09（日本地質
学会, 2023）に従った．産出年代についてはPaleobiology 
Database（https://paleobiodb.org/；以降PBDBと記す）も
参照した．体長は断りのない限り頭胸部前端から腹尾節

（あるいは尾節）後端までの長さを指す．高次分類群名末
尾の「†」，「M」はそれぞれ化石種，現生種を含むことを
意味する．なお現時点でDiscapseudesを除き化石種と現
生種を含む属は知られておらず，また現在も生息してい
る化石種は報告されていない．

図2．化石タナイス類．A，Anthracocaris scotica（石炭紀・イギリス）；B，Eucryptocaris asherorum（石炭紀・アメリカ）；C, H，Niveotanais 
brunnensis（ジュラ紀・ドイツ，イタリア）；D，Jurapseudes friedericianus（ジュラ紀・ドイツ）；E, J，Afroapseudes cretacicus（白亜紀・モ
ロッコ）；F, K，Pseudopancolus minutus（新第三紀・メキシコ）；G, L，Tanaidaurum kachinensis（白亜紀・ミャンマー）；I，Protoapseudoides 
espinalensis（白亜紀・メキシコ）．E, G，Iは典拠がスケールを欠く．各図は以下の典拠から改変，転載：A, B, D，Schram et al. (1986), San 
Diego Natural History Museum, CCBY-NC-ND 4.0；C, H，Polz (2005)；E, J，Pasini et al. (2022)；F, K，Heard et al. (2018)；G, L，Pazinato 
et al. (2023), CC 4.0；I，Heard et al. (2020)．
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Suborder Anthracocaridomorpha†　ムカシタナイス亜
目（新称）
Family Anthracocarididae†

Anthracocaris scotica（Peach, 1882）（図2A）
産出年代・地域：石炭紀ビゼーアン・イギリス（Peach, 
1882; PBDB）．
体長：約13 mm（Calman, 1933）．
異名：Schram et al.（1986）参照．
備考：Palaeocaris（厚エビ上目）の一員として記載さ
れた後，Calman（1933）が本種をタイプ種に指定し
Anthracocarisを新設，Schram（1979）によりタナイス
目に所属を移された．石灰質砂岩よりコノハエビ類，十
脚類，シャコ類とともに産出．

Family Eucryptocaridae†

Eucryptocaris asherorum Schram, 1989（図2B）
産出年代・地域：石炭紀（ペンシルバニアン後期）・アメ
リカ（Schram, 1989; PBDB）．
異名：Cryptocaris hootchi non Schram, 1974: Schram

（1974）（個体P32053を除く）．
体長：8.0 – 31.2 mm（尾節を除く；Schram, 1974）．
備考：Cryptocaris hootchiはSchram（1974）によりホロ
タイプと複数の標本をもとに化石タナイスの新種とし
て記載されたが，Schram（1989）により，ホロタイプ

（P32053）がムカデエビ綱の一種であったことが明らか
となった．そこでSchram（1989）は当該化石タナイス類
をSchram（1974）で使用されたBW100という個体（現
在はFMNH P51405として管理される）をホロタイプに
指定したうえでEucryptocaris asherorumとして新種記載
した．メゾンクリークから見つかった種．

Family Niveotanaidae†

Niveotanais brunnensis Polz, 2005（図2C, H）
産出年代・地域：ジュラ紀キンメリッジアン・ドイツ

（Poltz, 2005）；ジュラ紀バッジョシアン‐バトニアン・
イタリア（Jones et al., 2014）．
体長：3.7 – 5.6 mm（Polz, 2005; Jones et al., 2014）．
備考：Heard et al.（2020）は第1触角，尾肢，腹節の特
徴から，タナイス上科と近縁な分類群である可能性を指
摘している．魚類，二枚貝類，巻貝類，十脚類，陸生植
物が記録される層状の石灰岩・泥灰土層から産出．

Family Ophthalmapseudidae†

Ophthalmapseudes rhenanus（Malzahn, 1957）
産出年代・地域：ペルム紀ウーチャーピンジアン・ドイ
ツ（Malzahn, 1957; PBDB）．
体長：約10 mm（Malzahn, 1957）．
異名：Schram et al.（1986）参照．
備考：本種は十脚目の一種Macrura rhenanaとして記載

されたが，Glaessner and Malzahn（1962）がタナイス目
に属することを明らかにし，本種をタイプ種に指定して
Ophthalmapseudesを新設した．環形動物，外肛動物，棘
皮動物，腕足動物，軟体動物などが記録される石灰岩，
泥灰土より産出．

Ophthalmapseudes sp. in Vegh and Bachmayer（1965）
産出年代・地域：三畳紀レーティアン・ハンガリー（Vegh 
and Bachmayer 1965; PBDB）．
体長：0.6 mm（鋏脚の可動指のみ）．
備考：複数の鋏脚可動指の標本のみ知られる．同部位の
形態がOphthalmapseudes rhenanusのものと似ていたこと
に基づき属同定がなされている．Schram et al.（1986）
は全身標本を欠くため本属に帰属するか結論付けられな
いと述べると同時に，Jurapseudesに属する種の標本であ
る可能性を示唆している．有孔虫，貝形虫類，魚類の歯，
花粉が記録される泥灰土とドロマイトを含む黒色の粘土
層より産出．

Suborder Apseudomorpha†，M　アプセウデス亜目
Superfamily Apseudoidea†，M

Family Apseudidae†，M

Barapseudia prima Quayle, 2016
産出年代・地域：古第三紀バートニアン・イギリス

（Quayle, 2016）．
体長：5.5 – 11.0 mm（Quayle, 2016）．
備考：Quayle（2016）中に体長（単にlengthと表現され
ているが体長として扱う）5.5 mmから11.0 mmの標本が
14個体見つかったとの記述があるが，それぞれがどの標
本に相当するのかといった詳細は論文中に記されていな
い．本種が作成した棲管の化石と著者が判断したものが
タナイス類と共に得られている．砂を含んだ灰色の粘土
層から産出．

Family Jurapseudidae†

Carlclausus emersoni Schram, Sieg, and Malzahn, 1986
産出年代・地域：白亜紀オーテリビアン・ドイツ（Schram 
et al., 1986）．
異名：Schram et al.（1986）参照．
体長：約7 mm（頭胸部後半から腹尾節まで；Schram et 
al.［1986: 図6D］から計測）．
備考：ウミユリ類，ゴカイ類，有孔虫，魚類などの記録
される粘土層より産出．

Jurapseudes acutirostris（Sachariewa-Kowatschewa and 
Bachmayer, 1965）
産出年代・地域：ジュラ紀中期・ブルガリア（Sachariewa-
Kowatschewa and Bachmayer, 1965）．
体長：9.53 mm（頭胸部から第2胸節まで；Sachariewa-
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Kowatschewa and Bachmayer, 1965）．
備考：Schram et al.（1986）によりJurapseudes新設時に
Ophthalmapseudesから移された．雲母を多く含む黒灰色
の泥灰土より産出．

Jurapseudes friedericianus（Malzahn, 1965）（図2D）
産出年代・地域：ジュラ紀アーレニアン・ドイツ（Malzahn, 
1965）；ジュラ紀バトニアン・ドイツ（Malzahn, 1970）．
体長：約8.5 mm（Schram et al.［1986: 図6A］から 
計測）．
備考：Schram et al.（1986）は本種をタイプ種として
Jurapseudesを新設した．本稿ではSchram et al.（1986）
に従い，Förster（1966）が，じ状石灰質砂岩から見出し
たJurapseudes cf. friedericianusとして報告した標本も本
種として扱った．巻貝類，有孔虫，貝形虫類などの記録
される砂層・粘土層の黄鉄鉱石から産出．

Opsipedon gracilis Heer, 1865
産出年代・地域：ジュラ紀アーレニアン・スイス（Etter, 
2004）；ジュラ紀アーレニアン・ドイツ（Schweigert and 
Etter, 2008）．
異名：Schweigert and Etter（2008）参照．
体長：12 mm（Etter, 2004）．
備考：原記載時点は端脚目（ヨコエビ類）の一員と判断さ
れていた（Heer, 1865）．その後Etter（2004）によりタナ
イス目と判断され，産出年代の再検討とタイプ標本の再記
載がなされた．Schweigert and Etter（2008）は有尾両生類
の化石種として記載されたBoomgaardia salamandriformis 
von Huene, 1948のレクトタイプの再観察により，同標
本が本種（タナイス目甲殻類）であることを明らかにし
た．二枚貝類，巻貝類，アンモナイト類，ベレムナイト
類などが記録される灰色のシルト岩層より産出．

Family Parapseudidae†，M

Discapseudes (Miodiscapseudes ) chiapasensis Heard, 2018 
in Heard et al.（2018）
産出年代・地域：新第三紀アキタニアン・メキシコ（Heard 
et al., 2018）．
異名：Tanaidacean IHNFG-4983/Ta1. 7: Serrano-Sánchez 
et al.（2015）．
体長：0.9 mm（Heard et al., 2018）．
備考：砂岩層から見つかった琥珀に閉じ込められていた
種．本種は現生種からなるDiscapseudesに，亜属の新設を
伴いながら帰属させられた．現時点で現生種の含まれる属
に所属する種は本種のみである．なおHeard et al.（2018: 
図1A）やSerrano-Sánchez et al.（2015: 図6-6）のスケー
ルのラベルに従うと体長が数ミリメートル程度となるが，
0.9ミリメートルが正しい（Francisco J. Vega博士，私信）．
本種と後述のPseudopancolus minutus，Tanaidomorpha sp. 

A in Heard et al.（2018）の得られた琥珀群からはセン
チュウ類，ソコミジンコ類（カイアシ綱），ヨコエビ類，
貝形虫類，カニ類，寄生性水生等脚類，陸生等脚類，水
生昆虫の幼虫，昆虫類が記録される（Serrano-Sánchez et 
al., 2015）．

Family Protoapseudoidae†

Protoapseudoides espinalensis Heard and Morales-Núñez, 
2020 in Heard et al.（2020）（図2I, 3）
産出年代・地域：白亜紀アプチアン・メキシコ（Heard 
et al., 2020）．
異名：Ophthalmapseudes sp.: Vega et al. (2006a)．
体長：7.5 – 8.5 mm（Heard et al., 2020）．
備考：Heard et al.（2020）は本種に第6腹節と尾節が腹
側で分節している個体が確認されたことから，ムカシタ
ナイス亜目とアプセウデス亜目の進化的遷移段階にある
種と議論している．
一般にタナイス類の化石は比較的珍しいが（Heard et al., 
2020），本種は1,000個体以上が高密度に発見されている
唯一の例外である（図3）．浅いラグーンに大量の淡水が
流れ込むことに起因する複数回の大量死イベントにより
形成された化石群と考えられている．層状ドロマイトか
ら見つかる本種標本のほとんどは仰臥位か側臥位を呈す
る（Francisco J. Vega博士，私信）．本種の産出地からは
陸上植物，巻貝類，二枚貝類，魚類，昆虫類，ウニ類，
貝形虫類，十脚類，海生等脚類などが記録される（Vega 
et al., 2003, 2006b）．

所属科不明
Palaeotanais quenstedti Reiff, 1936
産出年代・地域：ジュラ紀プリンスバッキアン・ドイツ

（Etter, 2004）．
異名：Schram et al.（1986）参照．
体長：約9 mm（第2胸節から第4腹節まで；Reiff, 1936）．
備考：Reiff（1936）の観察時点には第2胸節から第4腹節
まで残存していたが，Etter（2004）観察時点での残存部
位は第3胸節から第4腹節までとなっており，科同定に
必要な形質が確認できないため，所属科不明とされてい
る．巻貝類，ベレムナイト類，海生等脚類の記録される
細粒粘土より産出．

Superfamily Cretitanaoidea†

Family Cretitanaidae†

Cretitanais giganteus（Malzahn, 1979）
産出年代・地域：白亜紀オーテリビアン・ドイツ（Malzahn, 
1979）．
異名：Schram et al.（1986）参照．
体長：45 mm（Malzahn, 1979）．
備考：Malzahn（1979）が本種の記載に用いた標本の多く
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は，本種ではなくCarlclausus emersoniの標本だと判断さ
れている（Schram et al., 1986）．本種の所属上科・科であ
るCretitanaoideaとCretitanaidaeは，Schram et al.（1986）
によりタナイス亜目の一員として設立されたが，その後，
アプセウデス上科に含まれる現生属Pagurapseudopsisと
類似することを根拠に，Guţu（2004）により上科ごとア
プセウデス亜目に移された．ウミユリ類，ゴカイ類，有
孔虫，魚類などの記録される粘土層より産出．

所属上科不明
Afroapseudes cretacicus Pasini, Vega, and Grassino, 2022

（図2E, J）
産出年代・地域：白亜紀セノマニアン‐チューロニアン・
モロッコ（Pasini et al., 2022）．
体長：8.8 – 9.5 mm（腹尾節を除く；Pasini et al., 2022）．
備考：JurapseudidaeとApseudidaeの構成員に似るとされ
るが，所属上科については決定できなかったとされてい
る．層状石灰岩層より産出．

Suborder Tanaidomorpha†，M　タナイス亜目
Superfamily ?Tanaidoidea†，M（図2F, K）
Family ?Tanaididae†，M

Pseudopancolus minutus Heard, 2018 in Heard et al.（2018）
産出年代・地域：新第三紀アキタニアン・メキシコ（Heard 

et al., 2018）．
体長：0.95 mm（Heard et al., 2018）．
備考：砂岩層から見つかった琥珀に閉じ込められていた
種．上科・科の所属は，正確には判別形質の状態が確認
できていないため，暫定的なものだと述べられている．

Superfamily Paratanaoidea†，M

Family Alavatanaidae†

Alavatanais carabe Vonk and Schram, 2007
産出年代・地域：白亜紀アルビアン・スペイン（Sánchez-
García et al., 2014）．
異名：Sánchez-García et al.（2014）参照．
体長：1.31 – 3.4 mm（Alonso et al., 2000; Delclòs et al., 
2007: 図3c; Vonk and Schram, 2007; Sánchez-García et 
al., 2014）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．Sánchez-García et 
al.（2014）はProleptochelia euscadiensis Vonk and Schram, 
2007を本種の新参異名とみなした．Sánchez-García et 
al.（2017）により発達途中の覆卵葉を持った個体が確認
されている．Vonk and Schram（2007）は本種標本の第
1触角にカイアシ類と思われる個体が付着していると報
告したが（cf. Vonk and Schram, 2007: 図1.5），Sánchez-
García et al.（2014）は同標本の再観察の結果，カイアシ
類ではなくアーティファクトだったと記述している．

図3．層状ドロマイト中のタナイス目甲殻類化石（Protoapseudoides espinalensis；白亜紀・メキシコ）．Heard et al.（2020）から改変，転載．
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Alavatanais margulisae Sánchez-García, Peñalver, and 
Delclòs, 2014 in Sánchez-García et al.（2014）
産出年代・地域：白亜紀アルビアン・スペイン（Sánchez-
García et al., 2014）．
体長：0.91 – 1.33 mm（Sánchez-García et al., 2014）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．ホロタイプの第1 – 4
歩脚基部に覆卵葉原基が観察されている．Sánchez-García 
et al.（2017）に抱卵雌個体の復元図が示されている．本
種標本の閉じ込められていた琥珀片には昆虫類，陸生等
脚類，ケダニ類，シダ類胞子，裸子植物，子嚢菌類菌糸
も閉じ込められていた（様々な生物を閉じ込めた琥珀片
の一つの写真がSánchez-García et al.［2014］の図13に
示されている）．
Sánchez-García et al.（2014）は，スペインの白亜紀琥
珀から得られた本種を含むタナイス類について，タナイ
ス類が封印された琥珀片に海産と考えられる生物が含ま
れていない一方，林床のリターに特徴的な節足動物（上
記参照）が含まれていること，同じ琥珀片に含まれたタ
ナイス個体の距離が非常に近いこと，一部分ではなく全
身が封印されていることなどを根拠に，湿潤な林床のリ
ター中や土壌中に生息していた種だろうと考察している

（同研究グループは，フランスの白亜紀琥珀から得られ
たタナイス類についても同様の環境を利用していた可能
性を指摘している；Sánchez-García et al., 2016, 2017）．
現生のタナイス類は淡水域からの報告例がわずかに存在
するものの，リターや土壌からの報告例は存在しない．
Sánchez-García et al.（2014）は白亜紀のスペインとフラ
ンスに局在したグループだろうとしている．

Daenerytanais maieuticus Sánchez-García, Delclòs, Engel, 
Bird, Perrichot, and Peñalver, 2017
産出年代・地域：白亜紀セノマニアン・フランス（Sánchez-
García et al., 2017）．
体長：約1.20 mm（Sánchez-García et al., 2017）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．Sánchez-García et 
al.（2017）はホロタイプの第4 – 6胸節右側方に観察さ
れた膜状構造を育房の一部，左記構造上に200個以上確
認された直径約6 – 9マイクロメートルの粒状構造を卵だ
と判断している．タナイス目の卵に関する情報はあまり
蓄積されていないが，本種よりやや大きい体長約2ミリ
メートルのParatanaoideaの現生種Heterotanais oerstedii

（Krøyer, 1842）において，卵は長径130マイクロメート
ルの楕円形（Scholl, 1963），一度の産卵数は6 – 16個と
いう報告がある（Bückle-Ramírez, 1965）．本種標本の閉
じ込められていた琥珀片には昆虫類，ヤスデ類，ケダニ
類，センチュウ類，アメーバ，珪藻類も閉じ込められて
いた．

Electrotanais monolithus Sánchez-García, Peñalver, and 

Delclòs, 2014 in Sánchez-García et al.（2014）
産出年代・地域：白亜紀アルビアン・スペイン（Sánchez-
García et al., 2014）．
体長：0.9 mm（Sánchez-García et al., 2014）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．

Eurotanais pyrenaensis Sánchez-García, Peñalver, and 
Perrichot, 2016 in Sánchez-García et al.（2016）
産出年代・地域：白亜紀セノマニアン・フランス（Sánchez-
García et al., 2016）．
体長：1.167 – 1.25 mm（Sánchez-García et al., 2016）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．本種標本の閉じ
込められていた琥珀片には，後述のArmadillopsis rara，
Tytthotanais tenvis，昆虫類，ケダニ類も閉じ込められて
いた．

Eurotanais seilacheri Sánchez-García, Peñalver, and 
Perrichot, 2016 in Sánchez-García et al.（2016）
産出年代・地域：白亜紀チューロニアン・フランス

（Sánchez-García et al., 2016）．
異名：Tanaidacea: Peris et al.（2014）．
体長：1.53 mm（頭胸部から第6胸節までの標本に基づい
た推定値；Sánchez-García et al., 2016）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．本種標本の閉じ込
められていた琥珀片には昆虫類とクモ類も閉じ込められ
ていた（Peris et al., 2014）．

Eurotanais terminator Sánchez-García, Peñalver, and 
Delclòs, 2014 in Sánchez-García et al.（2014）
産出年代・地域：白亜紀アルビアン・スペイン（Sánchez-
García et al., 2014）．
体長：1.3 mm（頭胸部から第6胸節まで；Sánchez-García 
et al., 2014）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．

所属科不明
Arcantitanais turpis Sánchez-García, Peñalver, and 
Perrichot, 2016 in Sánchez-García et al.（2016）
産出年代・地域：白亜紀アルビアン‐セノマニアン境界・
フランス（Sánchez-García et al., 2016）．
体長：0.78 mm（Sánchez-García et al., 2016）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．X線CR観察がなさ
れている．本種標本の閉じ込められていた琥珀片には昆
虫類と陸生等脚類も閉じ込められていた．

Armadillopsis rara Sánchez-García, Peñalver, and Perrichot, 
2016 in Sánchez-García et al.（2016）
産出年代・地域：白亜紀セノマニアン・フランス（Sánchez-
García et al., 2016）．
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体長：0.64 mm（Sánchez-García et al., 2016）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．

Proleptochelia tenuissima Vonk and Schram, 2007
産出年代・地域：白亜紀アルビアン・スペイン（Sánchez-
García et al., 2014）．
体長：2.5 mm（Vonk and Schram, 2007）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．Sánchez-García et 

al.（2014）によりホロタイプの補完的再記載がされて 
いる．

Tanaidaurum kachinensis Pazinato, Müller, and Haug, 2023
（図2G, L）
産出年代・地域：白亜紀アルビアン‐セノマニアン・ミャ
ンマー（Pazinato et al., 2023）．
体長：1.77 – 1.84 mm（Pazinato et al., 2023）．

図4. 種と産出年代の一覧．各点の典拠は本文参照．国際年代層序表v2023/09（日本地質学会, 2023）を改変，転載．

keiichi
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備 考：琥 珀に閉じ込められていた種．Pazinato et 
al.（2023）は本種に最も近縁な種としてProleptochelia 
tenuissimaを挙げた上で，本種を含めたタナイス亜目の
化石種について「パラタナイス上科＋タナイス上科」と
いう分類群に属するものと扱っているが，本研究では便
宜的にパラタナイス上科に所属する種として扱った．本
種標本の閉じ込められていた琥珀片には植物片も閉じ込
められていた．

Tytthotanais tenvis Sánchez-García, Peñalver, and Perrichot, 
2016 in Sánchez-García et al.（2016）
産出年代・地域：白亜紀セノマニアン・フランス（Sánchez-
García et al., 2016）．
体長：1.00 mm（Sánchez-García et al., 2016）．
備考：琥珀に閉じ込められていた種．

Paratanaoidea sp. in Sánchez-García et al.（2016）
産出年代・地域：白亜紀アルビアン‐セノマニアン境界・
フランス（Sánchez-García et al., 2016）．
体長：約1.4 mm（Sánchez-García et al.［2016: 図13A］
とPerrichot et al.［2010: 図9C］から算出；IGR.ARC-
158.2）；全身写真なし（IGR.ARC-158.3）；約1.0 mm（頭
胸部から第4腹節まで；Sánchez-García et al.［2016: 図
14A］から計測；IGR.ARC-115.22）；全身写真なし（IGR.

ARC-174）（Sánchez-García et al., 2016）．
備考：Sánchez-García et al.（2016）で扱われた琥珀に閉
じ込められていた個体のうち，形質状態が十分に観察でき
ないため上科までの同定に留められた4個体（IGR.ARC-
158.2，IGR.ARC-158.3，IGR.ARC-115.22，IGR.ARC-174）．
それぞれが同種かどうかは判断されていない．
観察準備中に2片に割れてしまったと記述のある標本
IGR.ARC-158.2は，残った部分の特徴からPerrichot et 
al.（2010）の図9Cに示された個体だと判断される．同標
本の閉じ込められていた琥珀片には標本IGR.ARC-158.3，
陸生等脚類，昆虫類も閉じ込められていた．
標本IGR.ARC-115.22はArc 115という琥珀片に珪藻類，
裸子植物，菌糸，羽毛，カイメン類骨片，クモ類の網，多
足類，昆虫類とともに閉じ込められていた（cf. Perrichot, 
2004）．

所属上科不明
Tanaidomorpha sp. A in Heard et al.（2018）
産出年代・地域：新第三紀アキタニアン・メキシコ（Heard 
et al., 2018）．
体長：1.1 mm（Heard et al., 2018）．
備考：砂岩層から見つかった琥珀に閉じ込められていた
種．マンカ幼体だと判断され，亜目までの同定に留めら
れた．

図5. 標本の産出地．各点の典拠は本文参照．GMT6（Wessel et al., 2019）を用いて作図．インセットは多産地域の拡大図．
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所属亜目不明
Tanaidacea nec Tanaidomorpha & Neotanaidae in Schädel 
et al. (2019)
産出年代・地域：ジュラ紀カロビアン・ドイツ（Schädel 
et al., 2019）．
体長：2.63 mm（第6胸節から第5腹節まで；Schädel et 
al., 2019）．
備考：第6胸節から第5腹節までの標本．第6胸節にわず
かながら側方突出を持つことと腹節に大きな側方突出を
持つこととから，タナイス亜目（ネオタナイス上科を含
む）からは区別できるが，第6腹節が尾節と融合してい
るかどうかの形質状態が確認できないため，ムカシタナ
イス亜目かアプセウデス亜目か判断できないとされた．

まとめ

化石タナイス類は石炭紀から新第三紀まで報告があり，
現時点での有効種は3亜目10科23属27種である（図4）．
これらの標本は全てメキシコ，アメリカ，欧州（イギリ
ス，イタリア，スイス，スペイン，ドイツ，ハンガリー，
フランス，ブルガリア），モロッコ，ミャンマーという
北半球の複数の国から得られているが（図5），これは分
布域を反映したものではなく，これまでの調査・研究対
象地の偏りを反映したものと指摘されている（Pazinato 
et al., 2023）．また，特に堆積岩から産出する標本から得
られる形態的な情報量が限られることに起因した，種数
の過小評価の可能性も指摘されている（Pazinato et al., 
2023）．本稿が日本を含む新たな地での化石タナイス類
研究のきっかけとなり，同群の多様性理解に貢献するも
のとなることを願う．
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